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本書は,個人住宅等の建設に伴い実施 した,下佐野遺跡 と間尽遺跡の発掘調査の成果 をまとめ

たものです。

この 2つの遺跡は,い ずれも長期にわた り営まれた大集落遺跡ですが,こ とに弥生土器の良好

な資料の出土地 として広 く知 られてきた遺跡です。下佐野遺跡は高岡市街地の南西郊外に位置し,

弥生時代後期の遺跡 として著名です。間尽遺跡は高岡市の西方,西山丘陵の山麓に位置し,東北

系の弥生土器である「天王山式上器」がまとまって出上 した遺跡 として著名です。

今回は,そ れぞれの集落遺跡の一部 を発掘調査 したにすぎませんが, このような個々の調査の

積み重ねが,集落遺跡の解明に少 しづつ寄与するもの と思っております。

終わ りに,調査に当たり,御協力頂 きました大表敏雄氏,横田徳太郎氏,笠原外二氏,高木金

治氏をはじめ,地元の皆様,関係各位に厚 くお礼申し上げます。

平成 5年 3月 31日

高岡市教育委員会

教育長 篠  島  満

例     言

1.本書は,下佐野遺跡及び間尽遺跡における     4.調 査期間は,平成 4年 5月 6日 から同年 6

発掘調査の概要報告書である。            月 5日 までである。

2。 当調査は,平成 4年度の国庫補助金の交付     5。 当調査は,高岡市教育委員会社会教育課文

を受けて,高岡市教育委員会が実施 した。       化係主任山口辰一及び事務員榎木和代が担当

3.調査地区は,以下の 2箇所である。         し,社会教育課長野村一郎,文化係長大石茂

(1)下佐野遺跡,横田地区             が総括をした。

高岡市佐野 921-2・ 3          6.本 書の執筆は,山 口が担当した。

(2)間尽遺跡,高木地区

高岡市国吉169
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説序

遺 F/1概観

当「下佐野遺跡」は,高岡市街地の南西郊, JR高岡駅の南西側約2.5kmlこ 位置する。遺跡の

西側は泉ケ丘団地である。すなわち,泉ケ丘団地の西側一帯が当遺跡である。この付近は,庄川

が形成 した扇状地の前面にあた り,東側には千保川が,西側には和田川が北流している。千保川

は17世紀末まで,庄川の本流であった。また,和田川は庄川扇状地の湧水を水源 とする河川の一

つである。この両河川に狭まれた微高地に当遺跡が立地 している。

第 1図  下佐野遺跡位置図 (1/5万 )
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当遺跡は,昭和38年 に発見され,そ の後昭和42年に当遺跡の紹介が行われ,多 くの人に知 られ

るに至った。この時点では,昭和39年 に当地で実施 された区画整理事業の工事に伴って出土した

遺物 を中心に,当遺跡が,弥生時代後期の遺物や,土師器・須恵器が出土する遺跡 として認識さ

れていた。

最近,開発行為に伴い,高岡市教育委員会が数回の発掘調査を実施 した。いずれも農地転用に

よる店舗付住宅等の建設によるもので,個々の面積は500∬ 以下 と狭い地区である。これらの調

査により,当遺跡の具体的様相が除々に判明してきている。

調査に至 る経緯

平成 2年 9月 末,市農業委員会からの照会で,当該地における農地転用 と店舗付住宅の建設計

画を知った。譲渡人 (地主)の大表敏雄氏の承諾を得て,10月 18日 ～22日 に試掘調査 を実施 した。

この結果,土坑や濤等の遺構が検出され,土師器 。須恵器等の遺物が出土 した。本調査の必要性

がある内容であつた。この結果 を持って,施主の横田徳太郎氏,設計 。施工の株式会社創建築事

務所 (笠原外二氏)と 協議 し,本調査実施に至った。

第 2図 下佐野遺跡,横田地区位置図 (1/5′ 000)
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調査の経過

発掘調査は,平成 4年 5月 6日 か ら6月
‐
3日 まで実施 した。実働調査 日数は15日 である。先ず

バ ノ`クフオ~に より表上を除去 した後,入力による掘 り下げを行った。敷地,す なわち調査対象

面積998m2(幅 25.9m,奥 行38.5h)に 対 して,387m7の発掘調査 を実施 した。発掘部分は建物建

設予定地部分 を中心 としたものである。

検出遺構

検出遺構は以下のとお りである。

竪穴住居址 1軒 (S104)

土坑 4基 (S K36～ 39)

濤 3条 (S D16～ 18)

遺構の番号は,先に調査を実施 し報告 した,同 じ下佐野遺跡の①明光電気地区,②明光電気駐

車場地区,③中尾地区,④井波地区からの連番とした。

出土遣物

遺物は,主に,次の 3時期のものである。 1.弥生時代後期, 2.奈良～平安時代, 3。 中世

である。量的には弥生土器が多い。遺物の種類は以下のとおりである。

1.土器類 ;弥生土器・土師器・須恵器・珠洲 。青磁

2.石製品 ;祗石

グリッ ド

調査地区のグリッドは,他の地区と同様,平面直角座標系に合わせた。第 3図 における,X=

1,Y=1の 地点は,原点より,西へ 15,266m,北 へ80,276mの位置である。このグリッドの番

号については,こ の地区のみの表示 とした。
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Ⅱ 遺  構

1.竪穴住居址

S104

調査地区の東端部 (7～ 9, 3～ 5)区で検出された竪穴住居址である。住居の西側の一部分

を検出した。東側は調査地区外である。柱穴は主柱穴の一つ と推定されるもので,径55～ 130Cm,

深さ28Cmを 計る。周濤は,幅30～ 90Cm,深 さ 5～ 10Cmで ある。

出土遺物は弥生土器である。

2.土  坑

S K36

調査地区の南端部 (6, 1)区 で検 出された。平面形は円形 を呈 し,規模 は,径1.4m,深さ

16Cmを 計 る。出土遺物は弥生土器である。

S K37

調査地 区の南部 (6・ 7, 2・ 4)区 で検 出 された。平面形 は楕 円形 を呈 し,規模 は,長軸

4.5m,短軸2.8m,深 さ29cmを 計 る。出土遺物は弥生土器である。

S K38

調査地区の中央部 (5, 5)区 で検 出された。平面形は楕 円形 を呈 し,規模 は,長軸 1.7m,

短軸0.9m,深 さ21cmを 計 る。遺物は出土 していない。

S K39

調査地区の中央部 (5, 5)区 で検 出された。平面形 は楕 円形 を呈 し,規模 は,長軸 1.7m,

短軸0,9m,深 さ15Cnを 計 る。遺物は出上 していない。

3.溝

S D16

調査地区の西側で検出された蛇行 して走る濤。幅50～ 200Cm,深 さ 4～ 13Cmで,12mに亘 り検

出された。 S K39と S D17と 接 している。北側は攪乱に切 られて終わっている。また,現代の暗

果に切 られている。出土遺物は,土師器・珠洲,祗石である。
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9               ,               110m

第 3図 下佐野遺跡,横田地区遺構図 (1/200)

S D17

調査地区の西側 で検 出された南北 に走 る濤。幅50～ 1locm,深 さ 4～ 6 cmで, 4mに亘 り検出

された。南側は S D17と 接 している。出土遺物は,土師器・珠洲である。

S D18

調査地区の中央東寄 りで検 出された東西に走 る濤。幅50～ 65Cm,深 さ22～ 26Cmで, 3mに亘 り

検 出された。出土遺物は,上師器・珠洲である。
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Ⅲ 遺  物

1.弥生土器

S i04出 上の弥生土器

図面 1-101～ ■0,H2～ 113,図面 2-111である。

高杯 ,101～ 102。 杯部外面に稜 をなして外上方へ拡がる形態である。杯部はヘラ磨 きし,赤彩

されている。

鉢 ,103～ 104。 104は 外面にヘラ磨 きが見られる。

壷 ,105～ 110。 105は 台付 き壷である。口縁部 と台部末端 を欠如 している。外面には丁寧なヘ

ラ磨 きが見られる。胴部中央に帯条の部分を設け,こ れに 4条の凹線を入れている。106～ 1101ま

複合 口縁のこの口縁部である。106～ 107は ,内外面 とも,ヘラ磨 き赤彩 されている。108は 口縁

部に 7条の凹線が付 く。凹線の間隔は不揃である。器壁が厚いこである。109は ,回 縁部外面に

鋭い稜 をなして外上方へ拡がる。

甕 ,111～ 113。 111は 倒卵形の胴部に複合 口縁の口縁部が付 く。底部中央が僅かに欠損 してお

り,全体の形態が判明しない。法量は,口径19,Ocn,残 存器高27.4cm,胴 部最大径24.Ocmである。

日縁部は横ナデしている。内面には指圧痕が付 く。外面は横ナデにより,凹線状 となっている。

胴部は,内面がヘラ削 り,外面が刷毛 目である。1121よ複合口縁の甕の口縁部である。

口縁部外面は,横ナデにより,凹線状 となっている。113は 甕の底部である。

その他の弥生土器

図面 2-114～ 128。 出上位置は ,116と 127が S K37か らである。その他のものは表土からの出

上である。

高杯 ,114。 高杯の杯部である。内面が刷毛 日,外面がヘ ラ磨 きである。内外面 とも,赤彩 さ

れている。

蓋 ,115～ 117。 115は 3分の 1程の残存だが,全体の形態が半J明 している。つまみ部以外は刷

毛 目による調整である。116は つまみ部のみである。1171よつまみ部が欠損 している。内外面をヘ

ラ磨 きし,赤彩 している。

壺 ,118～ 123。 118は 小型の壺の口縁 。肩部である。内外面 ともヘラ磨 きし,赤彩 している。

119は小型の壷の頸・胴上半部である。外面はヘ ラ磨 きし,赤彩 している。内面の頸部には,ヘ

ラ磨 きと赤彩が確認でき,日 縁部から頸部にかけての状態を推定させている。120は 小型の壺の

底部である。外面は赤彩 されている。胴部は119の ようなものと想定される。121～ 123は 中型以

上の壺の底部である。

甕 ,124～ 128。 124～ 125は 複合 口縁の甕の口縁部である。口縁部外面は,124が凹線状の横ナ
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デ,125が 4条の凹線文 となる。126は複合口縁の甕の口縁・胴上部である。日縁部は横ナデ,胴

上部は,内面が刷毛状具 。ナデ,外面が刷毛目である。127～ 128は 甕の底部である。

2.奈良時代～中世の上器類

土師器

図面 3-129～ 130。 出上位置は,129が表土か ら,130が S D16か らである。

椀 ,129。 平安時代の椀の底部。底部は糸切 りである。

皿 ,130。 中世の皿。ほぼ完形である。法量は, 口径6.40m,器高1.8Cm,底径3.6Cmである。底

部外面はナデであ。

須恵器

図面 3-131～ 140。 表土からの出上である。

杯 ,131～ 135。 全体の形態が判明するものはない。日縁・体部片の131と 体部・底部片の132～

135で ある。132は 高台の付かない杯で,底部はヘラ切 りである。133～ 135は 高台付の杯である。

杯蓋 ;136～ 139。 杯 と同様,全体の形態の判明するものはない。口縁部片の136と つ まみ・天

井部片の137～ 139である。つまみ部は宝珠形の137,偏平な宝珠形の138,偏平で中窪みの139と

形態が種々ある。

壺蓋 ,140。 壷・瓶類の蓋 とした140で ある。

珠洲

図面 3-141～ 144。 出上位置は,143が S D16か らである。その他は表土からの出上である。

鉢 ;141。 鉢の底部である。底部は静止糸切 りである。

甕 ,142～ 144。 甕の口縁・胴上部片の142～ 143と 甕の底部片の144である。

青磁

図面 3-145。 攪乱からの出土である。

椀 ,145。 輸入青磁椀の底部片である。

3.石 製 品

砥石

図面 4-201～ 203。 出上位置は,201～ 202が S D16である。203は攪乱からの出土である。
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薪

口口

下佐野遺跡の当「横田地区」は,こ の遺跡の北東部に位置する。南東側には, 1区画の宅地部

分 を扶んで「井波地区」が所在する。井波地区は,平成 3年度に発掘調査 を実施 し,弥生時代後

期の竪穴住居址 を 3軒検出している。

今回の調査で 1軒検出した竪穴住居址 (S104)は ,調査地区の南東端部,すなわち井波地区

側に位置している。住居址の全体 を検出したわけではないが,そ の内容 より,井波地区検出の竪

穴住居址 (S101～ 03)と 同様の形態で同時期のもの と判断される。井波地区付近に中心があっ

た住居址群の南西側のへ拡が りと考えたい。

竪穴住居址からの出土土器は,一応弥生土器 としたが,弥生時代か ら古墳時代への移行期の上

器である。 S101～ 03出土土器 と同様,月 影式～白江式の段階 と平行するものとしてお く。

土坑については,時期がはっきりしないものもあるが, S K86。 37は弥生時代後期のものであ

ろう。

3条検出された濤 (S D16～ 18)は ,珠洲等が出上しており,中世のものと判断される。

調査地区には,現代の新旧の暗渠が走っている。敷地 (道路)と 平行するものが新しく,そ う

でないものが旧い。また,調査地区の北側約 3分の 1については,試行錯誤をしつつ発掘調査を

続けたが,近代の粘土採集の址との結論に達 した。このため,すべてを掘 り上げることはしなか

った。

結IV

参考文献

上野 章 1967 「高岡市下佐野遺跡」F大境』第 3号

山口辰- 1992 『市内遺跡調査概報I一 平成 3年度,

委員会

富山考古学会

石塚遺跡,下佐野遺跡の調査―』 高岡市教育
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2.間尽遺跡,高木地区
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2.潤尽遺跡,1高木地区
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説序

遺跡概観

高岡市北西部の丘陵は「西山丘陵」 と通称 されている。宝達山を中心に富山・石川両県下へ派

生する宝達山丘陵東側の一角に当たる。新第 3紀層 を主体 とする丘陵で,東西に走る尾根筋が氷

見市 との境 をなしている。南東山麓には,い くつかの浸食谷が入っている。当「間尽遺跡」は ,

この浸食谷の一つである頭川谷の入口部に立地 している。頭川谷は頭川川が形成した谷で,こ の

川の南西側から丘陵地にかけてが間尽遺跡である。

第 4図 間尽遺跡位置図 (1/5万 )
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間尽遺跡は,南側の手洗野地区から北側の頭川地区にかけて拡がっている。東根1は頭川川近 く

まで,西側は手洗野地区背後の丘陵までである。範囲は,南北約700m,東西約450mを 計る。

当遺跡の南側や西側の丘陵尾根上には,安居山古墳群,四十九古墳群,倉谷古墳群,道ケ谷内

I～ Ⅲ古墳群,立山古墳群等の古墳が位置 している。四十九古墳群は大型の円墳 2基を基幹 とす

るものである。倉谷古墳群には前方後方墳 と思えるものもある。立山古墳群の 1号墳は,大型の

前方後円墳 との指摘 もなされている。頭川川を換んだ対面の丘陵山腹には,頭川城ケ平横穴墓群

が所在する。横穴墓は20基確認されている。一般包蔵地では,当遺跡の北西側は,滝ケ谷内 I遺

跡である。また,当遺跡の東側一帯は,東大寺領「須加野荘」の比定地である。

第 5図 間尽遺跡付近遺跡地図 (1/1万 5千 )

間尽遺跡,12.滝ケ谷内I遺跡,13.滝ケ谷内Ⅱ遺跡,14.頭川城ケ平横穴墓群,15。 安居山古墳群 ,

四十九古墳濫 17.倉谷古墳乱 18.道ケ谷内I古墳維 19.道ケ谷内Ⅱ古騎脇 20。 道ケ谷内Ⅲ古墳誌

道ケ谷内遺跡,22.立山古墳群,23.宮田遺跡,24.月 野谷大谷内遺跡,25月 野谷干草遺跡

-14-



第 6図 間尽遣跡,高木地区位置図 (1/5,000)

調査に至 る経緯

平成 4年 3月 末,市農業委員会からの照会で,当該地における農地転用 と個人住宅の建設計画

を知った。地主で施主の高木金治の承諾を得て, 4月 14日 に試掘調査 を実施 した。この結果,濤
等の遺構が検出され,土師器・須恵器等の遺物が出土 した。本調査の必要がある内容であった。

この結果を持って高木氏 と協議 し,本調査実施に至った。

調査の経過

秦掘調査は,平成 4年 5月 27日 から6月 9日 まで実施した。実働調査 日数は10日 である。先ず
バックフォーにより表土を除去した後,人力による掘 り下げを行った。敷地,すなわち調査対象

面積451m2に 対して,201∬ の発掘調査を実施した。発掘部分は建物建設予定地部分を中心とした

ものである。

検出遺構と出土遺物

検出遺構は,濤 1条 (S Dol)で ぁる。

出土遺物は,土師器,須恵器,珠洲である。       .

-15-



迫退Ⅱ 構

滞

S D01

調査地区の中央部で検出された濤。幅4.50～ 6。 70m,深さ20cmで,15mに亘 り検出された。明

褐色で粘土質の基盤層のなかに,黒褐色上の落ち込み として確認された。覆土 も粘土質である。

幅に対 して,浅い濤であり, 自然の流路か凹地である可能性 もある。

出土遺物は土師器である。

第 7図 間尽遺跡,高木地区遺構図 (1/200)

0__ャ__¬ _……r――イーーfニーー_____―――一三二_」早
m
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迫退Ⅲ 物

出土遺物は,土師器,須恵器,珠洲である。図示できるものは,第 8図 で示 した。いずれも小

破片である。

301.土 師器壺,小型壺の口縁・胴上部, 口径10.8cmを 計る, S D01出 土。

302.土 師器壺,小型壺の口縁部, 日径8.OCmを 計る, S D01出 土。

303.土師器甕,小型の甕の口縁部, 口縁部は外面に稜 をなして,外上方へ短 く拡がる。口径

14.2cmを 計る。表土出土。

304.土師器甕,「 く」の字口縁の甕, 口径11.OCmを 計る, S D01出 土。

305。 須恵器蓋,杯蓋の口縁部。口縁部は下方へ短 く折れる。口径15.9Cmを 計る。表土出土。

306.須 恵器甕,甕の回縁部,口径30.OCmを計る。表土出土。

【1

〔`〔
i:~~~~~―

―
|::::::i,'テ

`12

305

703

0         5         10Cm

第 0図 間尽造跡,高木地区出土土器実測図 (1/3)

上師器 ;301～ 304,須恵器 ;305～ 306
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Ⅳ 結  語

当遺跡は,「頭川遺跡」「頭川間尽遺跡」「間尽遺跡」 と称されてきた。分布調査や過去の工事

中の出土遺物等から判断した遺跡の範囲は,旧地名の大字手洗野小字間尽 と大字頭川河ヽ字間尽 を

中心に拡がっているので,「 間尽遺跡」 と称 してお く。

昭和45年 ～昭和47年 に当遺跡一帯で,圃場整備事業が実施され,多 くの遺物が出上 した。この

ことが,当地に遺跡が所在することを一般に明確に認識されることになった。

昭和49年 に,上野章氏により,こ の遺跡の調査内容や,出土遺物の報告がなされ,当遺跡の重

要性が知 られることになった。この報告で, とりわけ注目を集めた点は,東北系の弥生土器であ

る「天王山式上器」が多量に出上 してお り, さらに,畿内系の弥生土器である「櫛描文系土器」

が伴出することであった。

昭和59年 には,高岡市教育委員会により,当 遺跡 を含む ところの国吉地区において,遺跡分布

調査が実施され,遺跡の確認や再確認がなされ,遺跡の範囲や内容が総括的に提示された。

昭和62年 に至 り,西井龍儀氏により,北陸地方の古代寺院や古瓦の研究報告において,当遺跡

出上の古瓦の紹介 と歴史的位置付けがなされた。この古瓦は 7世紀末頃の丸瓦で,近 くに瓦の供

給先や生産地の存在の可能性が指摘された。

その後,当遺跡において,小規模 な試掘調査 を実施 した。遺物の出土をみたが,圃場整備事業

による掘削や,沼地部分であったりして,遺構の検出には至 らなかった。

今回の発掘調査では, 自然の流路 とも思える濤が 1条検出されたに止まる。出土遺物 も多くな

く,遺跡範囲の北端部 と考えられる。

参考文献

上野  章 1974 「頭川遺跡」『大境』第 5号 富山考古学会

大野文郷他 1985 『富山県高岡市西山丘陵埋蔵文化財分布調査概報』Ⅱ 高岡市教育委員会

西井 龍儀 1987 「頭川間尽遺跡・寺家廃寺」「北陸の古代寺院』 桂書房
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1.調査地区全景 (南西 )

2.調査地区全景 (南東 )
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1.竪穴住居址 S104全景 (西 )

2.竪穴住居址 S104全景 (東 )



1.調査地区全景 (北東 )
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2.調査地区全景 (南 )
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